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かにするため、電子ドナー材料として P3HT、電子アクセプター材料として LUMO 準位の異なる 2
種のフラーレン誘導体（PCBMと ICBA）からなる高分子薄膜太陽電池の VOCを、へキシル基をも
つシリコンフタロシアニン色素（SiPc6）の導入量を系統的に変えて検討している。その結果、
P3HT/PCBM/SiPc6 ならびに P3HT/ICBA/SiPc6 の３元ブレンド素子では、最も浅い HOMO 準位と最
も深い LUMO準位からなる界面が再結合中心を担い、VOCを決定づけていることを明らかにした。









を AFM測定により観測した。その結果、表面エネルギーが最も低い色素である BuSiPc6（BuSiPc6 
< P3HT < PS）は P3HT 相に、中間の表面エネルギーをもつ色素である SiPc6（P3HT < SiPc6 < PS）





第 5 章では、第 4 章での知見に基づいて、表面エネルギーが異なるヘキシル基とベンジル基を
軸配位子として、フタロシアニン平面環の異なる側に各々導入したヘテロ構造をもつ色素分子
SiPcBz6 を合成した。表面エネルギーが低いヘキシル基は P3HT と、表面エネルギーが大きいベン














では、15 wt%以上になると P3HT および N2200の両ドメインから排斥され凝集傾向を示すのに対
して、鎖長の長い SiNc10は高濃度まで P3HT/PCBM 界面領域ならびに P3HT ドメイン内に均一に
分散する傾向があることが分かった。この結果は、鎖長の長い SiNc10は低い表面エネルギーをも
つため P3HTと親和性が高いことに起因すると考えられる。その結果、SiNc10の導入によって 70%
もの変換効率の向上を実現した。 
最後に、高分子薄膜太陽電池の色素増感効果について、色素の分子構造の観点から研究した本
論文全体の成果を要約している。 
 
